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　令和２年第１回大崎上
島町議会定例会は、３月
３日から３月13日まで開
かれました。
　町長の施政方針の表明
があり、条例改正を含
む議案等、３月補正予算、
新年度一般会計及び特別
会計予算・水道事業会計
を審議し、全ての案件を
可決しました。
　一般質問では８人の議
員が、町政の課題などに
ついてただしました。

予算を可決
１１４億８０９４万円
　１５億４５７９万円

会計別予算総括表
会計名 予算額 前年度比 ％

一般会計 76億8538万円 8.3％

特
　
　
別

　
　
会

　
　
計

国民健康保険事業 9億 784万円 △27.3％
介護保険事業 15億2640万円 0.2％
後期高齢者医療保険事業 1億8132万円 2.5％
公共下水道事業 1億9121万円 46.0％
農業集落排水事業 4387万円 10.3％
漁業集落排水事業 1億3895万円 36.3％
港湾管理 1930万円 △14.8％
漁港管理 367万円 5.2％
交通事業 9747万円 △2.6％
干拓地管理 1786万円 △19.7％
合計 31億2789万円 △7.2％
水道事業会計 6億6767万円 △0.7％

合　　　　　計 114億8094万円 3.1％

歳 出
（使いみち）

経常的経費
59億7470万円

（77.7％）

投資的経費
8億6522万円
（11.3％）

その他経費
8億4546万円
（11.0％）

義務的経費
26億7036万円

（34.7％）

補助費等
19億7199万円

（25.7％）

物件費
12億5551万円

（16.3％）

維持補修費
7684万円
（1.0％）

普通建設事業費
8億6522万円
（11.3％）

繰出金
7億3769万円

（9.6％）

積立金
6441万円（0.8％） 投資・出資金・貸付金

4336万円（0.6％）

公債費
10億7758万円

（14.0％）

人件費
10億6948万円

（13.9％）

扶助費
5億2330万円

（6.8％）

借金の返済
2218万円の増

補助金・負担金
6億9919万円の増

町長など特別職・議員の報酬
職員の給与・手当など
1億4208万円の増

教育・医療・福祉などの費用
1834万円の減

電気料・燃料代・
リース代など

1376万円の減

78万円の増

道路・林道などの整備
2億9330万円の減

基金への積立金等
6061万円の減

各特別会計への繰り出し
7043万円の増

枠内は、
前年度比較
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［町長施政方針より抜粋］
　町の目指す将来像「海景色の映えるまち～地域資源を活かした理想郷の実
現～」を目指し、４つの施策を重点に置き、最大限の効果を発揮するよう取
り組んで行く
１．「教育の島構想の推進」　　　　２．「健康でいきいきと暮らせる町」
３．「活力ある地場産業の育成」　　４．「安心・安全に暮らせる町」

令 和 2 年 度
予算総額（一般会計＋特別会計＋水道事業会計）
今年度の町債（借金）

対前年比
8.3％
増額

令和２年度一般会計予算
76億8538万円

歳 入
（財源）

自主財源
24億1677万円

（31.5％）

依存財源
52億6861万円

（68.5％）

町税
12億8046万円

（16.7％）

諸収入
1億3369万円

（1.7％）

繰入金
7億460万円
（9.2％）

使用料及び手数料
1億1145万円（1.5％）

分担金及び負担金
1億1585万円（1.5％）

寄付金
3000万円（0.4％）

財産収入
4072万円（0.5％）

地方交付税
26億6000円
（34.6％）

町債
15億4579万円

（20.0％）

県支出金
3億8877万円

（5.1％）

国庫支出金
4億1998万円

（5.5％）

地方譲与税
4933万円（0.6％）

地方消費税交付金
1億8164万円（2.4％）

法人事業税交付金
933万円（0.1％）

自動車税環境性能割交付金 677万円（0.1％）
地方特例交付金 115万円（0.0％）
利子割交付金 74万円（0.0％）
配当割引交付金 304万円（0.0％）
株式等譲渡所得割交付金 152万円（0.0％）
交通安全対策特別交付金 55万円（0.0％）

町民税・固定資産税など
2億5622万円減

1億8933万円増

748万円増

国からの交付金
2億6000万円増

町の借金
4億5266万円増

県からくるお金
3330万円減

国からくるお金
7382万円減

自主財源
…町へ皆さんが納めるお金
依存財源
…国や県からもらえるお金

第１回定例会
（３月議会）



大崎上島町  議会だより 4

ఛࣞૢࡤ
空
家
活
用
事
業

　

町
内
の
空
家
を
改
修
し
、

移
住
体
験
等
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

希
望
者
向
け
の
一
時
滞
在
施

設
と
し
て
整
備
す
る
。

 

事
業
費　
　

１
，
９
７
１
万
円

企
業
・
大
学
連
携
型

「
島
ス
ク
ー
ル
」
運
営
事
業

　

高
校
・
大
学
へ
の
進
学
が

本
町
の
若
年
層
の
流
出
要
因

の
ひ
と
つ
と
も
な
っ
て
い
る
、

島
を
離
れ
な
く
と
も
、
興
味

が
あ
る
こ
と
が
学
べ
、
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
す

る
教
育
環
境
を
整
え
る
。

 

事
業
費　
　
　
　

８
２
６
万
円

シ
ニ
ア
カ
ー
購
入
費
助
成
事
業

　

シ
ニ
ア
カ
ー
が
な
い
と

一
人
で
買
い
物
・
公
共
交

通
機
関
の
利
用
な
ど
、
外

出
困
難
な
高
齢
者
に
購
入

ま
た
は
レ
ン
タ
ル
費
用
を
一
部
助
成
し
、
外
出

す
る
際
の
利
便
を
図
り
自
立
し
た
生
活
を
営
む

こ
と
で
健
康
増
進
に
寄
与
す
る
。

 

事
業
費　
　
　
　

１
０
０
万
円

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
整
備
事
業

　

旧
大
崎
幼
稚
園
で
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
開
設
予
定
に
伴

い
改
修
工
事
を
行
い
、
障
害

を
持
っ
た
子
ど
も
の
放
課

後
の
居
場
所
づ
く
り
と
保
護
者
の
支
援
を
図
る
。

 

事
業
費　
　

５
４
９
万
円
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਱༃๱Ɉ଱ᅟĆ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

案
内
板
設
置
工
事

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
掲

載
だ
け
で
は
、
観
光
地
に
行

く
こ
と
が
難
し
い
10
箇
所
の

看
板
設
置
を
し
て
安
心
し
て

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
め
る
よ
う
に
す
る
。

 
事
業
費　
　
　
　

２
２
３
万
円

賃
貸
住
宅
建
設
補
助
事
業

　

民
間
賃
貸
住
宅
の
建
設
を

推
進
し
、
住
宅
環
境
の
充
実

と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
。

 

事
業
費　
　

６
，
０
０
０
万
円

白
水
ポ
ン
プ
所
更
新
工
事

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
ポ
ン
プ
所
内
で

濁
水
が
確
認
さ
れ
、
受
水
槽

が
地
下
式
に
よ
る
濁
水
と
思

わ
れ
る
た
め
、
対
策
と
し
て

地
上
式
に
更
新
す
る
。

 

事
業
費　
　

８
，
６
１
０
万
円

文
教
施
設
長
寿
命
化
計
画
策
定
事
業

　

学
校
施
設
と
も
経
年
に
よ

る
修
繕
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

安
全
・
安
心
な
施
設
運
営
継

続
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
事

後
保
全
か
ら
計
画
的
な
予
防
保
全
を
行
う
。

 

事
業
費　
　

１
，
８
５
０
万
円
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た
ば
こ
税
収
入
が
前
年
度

よ
り
多
く
計
上
さ
れ
て
い
る
。

雨
ざ
ら
し
に
な
っ
て
い
る
喫
煙

所
の
整
備
は
。
喫
煙
者
の
人
権

へ
の
配
慮
は
。

 

【
閑
田
議
員
】

　
　

産
業
医
等
と
相
談
し
設
置

場
所
等
を
検
討
す
る
。【

副
町
長
】

　
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

使
用
料
収
入
等
へ
の
影
響
は
。

 
【
閑
田
議
員
】

　
　

動
向
を
見
な
が
ら
変
化
が

あ
れ
ば
減
額
補
正
す
る
。

 

【
副
町
長
】

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
増
額
の
根

拠
は
。

【
閑
田
議
員
】

　
　

平
成
31
年
度
実
績
に
基
づ

く
。

【
総
務
企
画
課
長
】

　
　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
必
要
な
資
格
と
事
業
所
の
法

定
人
数
は
。

【
閑
田
議
員
】

問答問答問答問

　
　
観
光
案
内
板
の
多
言
語
化

は
何
言
語
の
想
定
か
。

【
閑
田
議
員
】

　
　

現
在
検
討
中
。
今
年
度
は

サ
イ
ク
リ
ン
グ
車
導
入
を
優
先

す
る
。

【
地
域
経
営
課
長
】

　
　
各
施
設
の
使
用
料
や
入
湯

税
な
ど
新
型
肺
炎
の
影
響
で
執

行
で
き
な
い
事
業
が
あ
る
と
思

う
が
。

【
越
田
議
員
】

　
　

予
算
編
成
時
は
新
型
肺
炎

を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
で

勘
案
は
し
て
い
な
い
。
補
正
で

対
応
し
た
い
。

【
建
設
課
長
】

　
　
放
課
後
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
あ
た
っ
て
施
設
の
周
辺
整

備
は
。

【
越
田
議
員
】

　
　

今
年
度
は
園
地
の
草
刈
り

し
か
計
上
し
て
い
な
い
。
関
係

機
関
と
調
整
し
、
検
討
す
る
。

【
福
祉
課
長
】

問答問答問答

　
　

管
理
者
常
勤
１
名
、
児
童

発
達
支
援
管
理
責
任
者
常
勤
１

名
、
指
導
員
ま
た
は
保
育
士
が

２
名
以
上
だ
が
、
社
会
実
験
事

業
で
実
施
す
る
た
め
法
定
人
数

に
は
縛
ら
れ
な
い
。【

福
祉
課
長
】

　
　
地
籍
調
査
の
進
捗
を
図
る

べ
き
。

【
閑
田
議
員
】

　
　

早
期
完
了
し
た
い
が
時
間

が
掛
か
る
。
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ

ば
実
行
し
た
い
。

【
地
域
経
営
課
長
】

答問答

　
　
有
害
鳥
獣
対
策
の
防
護
柵

を
、
個
々
の
農
家
で
な
く
地
域

ご
と
に
設
置
す
る
大
規
模
型
に

す
る
べ
き
で
は
。【

越
田
議
員
】

　
　

と
め
刺
し
と
捕
獲
を
分
け

て
捕
獲
者
を
増
や
す
こ
と
と
、

防
護
柵
の
大
規
模
化
の
モ
デ
ル

地
区
を
作
っ
て
、
成
功
す
れ
ば

推
進
し
た
い
。【

地
域
経
営
課
長
】

問答

隣接する畑は大規模化で効率化できる
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大
串
キ
ャ
ン
プ
場
周
辺
の

整
備
は
。
駐
車
場
等
草
刈
り
の

維
持
管
理
費
を
考
え
れ
ば
舗
装

し
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
。

【
越
田
議
員
】

　
　

指
定
管
理
者
と
協
議
し
な

が
ら
検
討
し
た
い
。

【
地
域
経
営
課
長
】

　
　
新
型
肺
炎
対
策
の
補
正
対

応
に
つ
い
て
現
時
点
で
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

【
水
橋
議
員
】

　
　

国
も
既
に
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
打
っ
て
き
て
い
る
。本
町
の
予
算

を
通
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
も

情
報
だ
け
は
来
て
い
る
。専
決
処
分

も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

【
総
務
企
画
課
長
】

　
　
海
藻
資
源
定
着
事
業
と
漁

港
漁
場
再
生
事
業
で
実
施
す
る

内
容
は
同
じ
だ
が
、
予
算
規
模

が
違
う
理
由
は
。【

水
橋
議
員
】

　
　

実
施
す
る
場
所
や
事
業
規

模
の
大
き
さ
の
違
い
。

【
地
域
経
営
課
長
】

問答問答問答

　
　
県
営
木
江
港
湾
事
業
の
内

容
と
今
後
の
事
業
着
手
は
。

【
浜
田
幸
造
議
員
】

　
　

海
上
保
安
庁
分
室
の
沖
合

の
海
岸
保
全
事
業
。
今
年
度
上

島
漁
協
へ
事
業
説
明
し
、
同
意

を
得
て
実
施
す
る
予
定
。

【
建
設
課
長
】

　
　
木
江
地
区
の
定
住
促
進
住

宅
建
設
予
定
地
に
災
害
残
土
が

搬
入
さ
れ
て
い
る
。
地
盤
改
良

が
必
要
に
な
る
の
で
は
。

【
森
若
議
員
】

　
　

海
抜
3.1
ｍ
と
地
盤
が
低
く
、

嵩
上
げ
が
望
ま
し
い
。
基
礎
杭

を
考
え
て
い
る
。【

建
設
課
長
】

　
　
大
崎
福
祉
会
補
助
事
業
で

町
が
公
金
を
支
出
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
憲
法
上
問
題
は
な
い

か
。

【
前
田
議
員
】

　
　

問
題
な
い
と
考
え
て
い
る
。

【
福
祉
課
長
】

問答問答問答

　
　
国
民
健
康
保
険
が
県
内
統

一
化
さ
れ
た
が
、
都
市
部
と
の

医
療
格
差
の
解
消
は
。

【
越
田
議
員
】

　
　

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
困
難
。

【
保
健
衛
生
課
長
】

　
　

国
や
県
に
働
き
か
け
る
。

【
町
長
】

　
　
特
定
検
診
受
診
率
の
向
上

策
は
。

【
越
田
議
員
】

　
　

わ
く
わ
く
元
気
ポ
イ
ン
ト

な
ど
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
保
健
衛
生
課
長
】

問答答問答

　
　
外
国
人
青
年
招
致
事
業
に

お
け
る
成
果
は
。
併
せ
て
、
英

語
教
育
以
外
で
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

【
渡
辺
議
員
】

　
　

８
年
前
、
全
国
学
力
に
お

い
て
本
町
中
学
校
の
英
語
学
力

は
県
下
最
低
だ
っ
た
。
現
在
は

１
位
と
伸
び
て
い
る
。
小
学

校
・
幼
稚
園
で
も
保
護
者
の
評

価
も
高
い
。
英
語
教
育
協
議
会

で
、
外
国
人
青
年
の
国
際
的
視

点
で
の
意
見
を
い
た
だ
き
、
現

場
教
員
の
意
識
向
上
に
役
立
っ

て
い
る
。

【
教
育
長
】

問答海藻資源定着事業

わくわく元気ポイントカード
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第１回定例会（３月議会）

決まった主なこと

・人権擁護委員
　氏名　小松　惠子氏（再任）

・教育長
　氏名　西田　光也氏

・教育委員
　氏名　取釜　秀子氏

　　　　高田　康平氏

・ 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整
備に関する条例

・ 大崎上島町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正す
る条例

・ 大崎上島町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例

・大崎上島町教育委員会委員の報酬及び費用弁償条例を廃止する条例
・ 大崎上島町特別職の職員で非常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を

改正する条例
・ 大崎上島町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例　他６条例
・平成31年度大崎上島町一般会計補正予算（第５号）
・平成31年度大崎上島町国民健康保険事業特別会計　他６特別会計補正予算
・平成31年度大崎上島町水道事業会計補正予算（第３号）
・令和２年度大崎上島町一般会計予算
・令和２年度大崎上島町国民健康保険事業特別会計予算　他９特別会計予算
・令和２年度大崎上島町水道事業会計予算
・新たな過疎対策法の制定に関する意見書を採択

スマホやダブレットに無料アプリ「マチイロ」をインストールすることで、
いつでもどこでも議会だよりを読むことができます。
ぜひ、ご利用ください。（※議会だよりは定例会後の発行のため年4回です。） androidios
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8 人の議員が20項目を質問

水
みず

橋
はし

 直
なお

行
ゆき

 議員

質
問
（
水
橋
議
員
）

　

町
内
の
桟
橋
で
車
の
乗
降
が

あ
る
桟
橋
は
５
つ
の
港
が
あ
り
、

赤
字
航
路
に
な
る
と
補
助
も
必

要
な
こ
と
か
ら
、
企
業
に
対
し

て
各
航
路
の
分
散
利
用
の
お
願

い
を
し
て
い
る
と
思
う
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
港
ア
ク
セ
ス
で
特
に

大
型
車
両
の
通
行
問
題
で
利
用

し
に
く
い
港
も
あ
る
。

　

ま
た
、
通
学
、
通
勤
者
の
安

全
確
保
に
つ
い
て
も
問
題
の
あ

る
港
が
あ
る
が
、
そ
の
道
路
対

応
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

①
垂
水
港
か
ら
白
水
港
に
か
け

て
一
部
道
路
幅
の
狭
い
と
こ
ろ

の
対
応
は
。

②
大
西
港
か
ら
島
内
に
向
い
て

道
路
幅
が
狭
く
、
車
の
す
れ
違

い
時
に
歩
行
者
や
自
転
車
の
回

避
場
所
も
な
く
非
常
に
危
険
で

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
対
応

は
。

事
業
認
定
の
必
要
が
あ
る
、
交

通
量
の
少
な
い
道
路
の
拡
幅
事

業
で
あ
り
、
公
共
性
及
び
緊
急

性
が
乏
し
い
と
さ
れ
、
事
業
認

定
も
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
引
き
続
き
県
と
連
携
を
図

③
明
石
港
周
辺
の
道
路
幅
が
狭

い
こ
と
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

④
大
田
か
ら
天
満
港
ま
で
の
間

の
ト
ン
ネ
ル
以
降
の
道
路
の
幅

が
狭
い
こ
と
へ
の
対
応
は
。

　

こ
の
４
点
に
つ
い
て
今
後
の

対
応
と
そ
の
時
期
等
は
。

答
弁
（
建
設
課
長
）

①
平
成
６
年
か
ら
用
地

買
収
を
開
始
し
て
い
る

が
、
残
件
１
件
と
な
っ

て
い
る
。
地
権
者
の
反

対
意
思
が
強
い
こ
と
か

ら
、
解
決
策
と
し
て
は

り
、
地
権
者
の
情
報
収
集
に
努

め
る
。

②
十
数
年
前
に
県
道
改
良
の
検

討
を
行
っ
た
が
、
拡
幅
工
事
ま

で
に
は
至
っ
て
い
な
い
実
情
が

あ
る
。
そ
れ
か
ら
か
な
り
時
間

が
経
過
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

か
ら
地
元
の
状
況
変
化
が
あ
り
、

拡
幅
の
可
能
性
が
あ
る
と
判
断

さ
れ
れ
ば
、
再
度
、
県
に
要
望

す
る
。

③
現
在
、
大
崎
上
島
循
環
線
の

明
石
港
区
は
道
路
改
良
中
で
、

こ
の
区
間
が
開
通
す
る
こ
と
に

よ
り
明
石
港
前
の
交
通
量
は
減

り
、
危
険
は
低
く
な
る
と
考
え

て
い
る
。

④
現
在
、
大
崎
上
島
循
環
線
の

天
満
港
区
を
道
路
改
良
中
で
あ

り
、
こ
の
天
満
港
区
完
成
後
に

順
次
工
事
し
て
い
く
方
針
で
あ

る
。
引
き
続
き
、
県
に
対
し
て

強
く
要
望
す
る
。

問
車
両
通
行
危
険
個
所
の
対
応
は

答
県
に
対
し
て
強
く
要
望
す
る

改善の道は険しそう…
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上
うえ

青
あお

木
き

 至
いたる

 議員

質
問
（
上
青
木
議
員
）

　

道
路
に
出
て
い
る
雑
木
、

落
石
、
落
ち
葉
、
溝
に
ご

み
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
道

路
に
穴
が
空
い
て
い
る
。

道
路
標
識
が
曲
が
り
道
路

部
分
に
出
て
い
る
。
白
線

が
消
え
て
い
る
等
改
善
さ

れ
て
い
な
い
。

　

町
道
・
農
道
の
維
持
管

理
は
建
設
課
の
パ
ト
ロ
ー

ル
の
実
施
と
、
町
内
の
土

木
業
者
と
の
契
約
で
ど
の

よ
う
に
実
施
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
民
地
の
雑
木

の
管
理
は
。

答
弁
（
建
設
課
長
）

　

週
一
回
パ
ト
ロ
ー
ル
し

て
お
り
、
道
路
管
理
維
持

は
旧
町
の
農
道
町
道
の
６

契
約
し
て
い
る
。
区
の
要

望
や
住
民
か
ら
の
通
報
に

よ
り
改
善
し
て
お
り
、
民
有
地

は
更
に
周
知
し
て
整
理
し
て
い

く
。

再
質
問
（
上
青
木
議
員
）

　

週
一
回
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

る
と
言
っ
て
い
る
が
、
溝
に
土

砂
が
数
年
分
溜
ま
っ

て
い
る
。
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
横
の
溝
は

大
雨
時
、
ご
み
が
つ

ま
り
溢
れ
て
い
る
。

　

沖
浦
本
郷
線
に
お

い
て
は
、
舗
装
が
は

が
れ
て
い
た
。
１
月

の
強
風
時
に
は
、
太

さ
20
セ
ン
チ
の
倒
木

が
落
下
し
て
い
た
。

撤
去
を
し
た
が
、
本

当
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を

し
て
い
る
の
か
。

質
問
（
上
青
木
議
員
）

　

竹
原
市
が
12
月
か
ら
港
の
駐

車
場
を
有
料
化
す
る
計
画
が
あ

る
と
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　

駐
車
場
は
利
用
者
の
モ
ラ
ル

の
悪
さ
で
放
置
車
両
、
枠
外
駐

車
で
駐
車
し
に
く
い
状
態
に

な
っ
て
い
る
。
竹
原
市
の
財
政

事
情
も
あ
る
が
、
料
金
バ
ー
設

定
に
２
台
約
２
，
０
０
０
万
円

か
か
る
し
、
管
理
費
が
年
に
１

０
０
万
円
か
か
る
と
思
わ
れ
る
。

市
が
収
益
を
得
る
ど
こ
ろ
か
財

政
悪
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
。
駐
車
場
の
適
正
管
理
や
、

駐
車
方
法
の
改
善
を
提
案
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
駐
車
利
用
料

の
徴
収
は
、
島
民
や
利
用
者
、

観
光
客
に
悪
影
響
を
与
え
る
と

思
わ
れ
る
。
自
転
車
置
き
場
の

廃
止
、
公
園
や
駐
車
方
法
の
改

善
で
40
台
く
ら
い
の
駐
車
が
可

能
と
な
る
。

答
弁
（
副
町
長
）

　

本
町
の
通
勤
者
及
び
来
島
者

に
と
っ
て
の
車
両
の
置
き
場
所

が
わ
か
り
に
く
い
状
態
が
あ
る
。

区
画
線
等
の
表
示
や
路
面
舗
装

を
確
実
に
す
れ
ば
駐
車
で
き
る
。

　

事
業
者
の
公
募
を
行
い
12
月

か
ら
有
料
化
開
始
の
予
定
で
あ

る
。

問

竹
原
港
有
料
化
は

答

竹
原
市
か
ら
今
後
説
明
が
あ
る

再
答
弁
（
建
設
課
長
）

　

基
幹
道
路
は
職
員
が
現
場
に

行
く
時
に
点
検
し
て
い
る
が
、

全
て
を
網
羅
し
て
い
な
い
。
異

常
が
あ
れ
ば
住
民
か
ら
の
通
報

で
対
応
す
る
。

車道まで堆積物が…

問

県
道
・
町
道
・
農
道
の
維
持
管
理
は

答

区
か
ら
の
要
望
・
職
員
パ
ト
ロ
ー
ル
・

住
民
か
ら
の
通
報
に
よ
り
対
処
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問
子
育
て
支
援
は

答
給
付
金
だ
け
で
は
な
く
教
育
の

充
実
等
ト
ー
タ
ル
で
考
え
る

質
問
（
上
青
木
議
員
）

　

少
子
化
が
進
み
、
国
は

保
育
料
や
高
校
の
授
業
料

無
償
化
等
が
進
ん
で
い
る
。

　

大
崎
上
島
町
の
子
育
て

支
援
手
当
は
、
町
が
就
学

前
の
乳
幼
児
一
人
に
つ
き

５
，
０
０
０
円
を
支
給
。

妊
婦
の
車
の
交
通
費
や
児

童
の
医
療
費
補
助
等
を
し

て
い
る
。

　

県
内
で
は
給
食
費
や
大

学
生
の
医
療
費
な
ど
を
無

料
化
し
て
い
る
が
、
県
内

の
町
で
子
育
て
支
援
が
一

番
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は

ど
こ
か
。

答
弁
（
福
祉
課
長
）

　

子
ど
も
と
子
育
て
家
庭

に
優
し
い
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
る
。

　

地
域
の
特
性
で
他
市
町
と
の

比
較
は
難
し
い
。

　

状
況
を
み
て
支
援
の
拡
大
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

再
質
問
（
上
青
木
議
員
）

　

全
国
で
は
22
歳
ま
で
通
院
医

療
費
が
無
料
や
、
第
三
子
以
降

50
万
円
の
出
産
祝
い
金
を
支
給

し
た
り
、
給
食
費
無
料
に
し
た

り
す
る
自
治
体
も
あ
る
。

　

島
根
県
邑
南
町
は
、
子
育
て

世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
で

出
生
率
は
２
・
65
％
で
あ
る
。

　

大
崎
上
島
町
で
は
小
学
校
入

学
時
に
２
万
円
。
中
学
校
約
10

万
円
。
大
崎
海
星
高
校
へ
の
入

学
時
に
７
万
円
く
ら
い
が
必
要

で
あ
り
、
制
服
代
の
補
助
を
す

べ
き
で
は
。

質
問
（
上
青
木
議
員
）

　

大
串
地
区
の
土
砂
の
処
分
場

は
後
数
年
で
満
杯
と
な
る
。
県

や
町
の
工
事
を
考
え
、
あ
と
何

年
対
応
で
き
る
の
か
。

　

近
年
の
大
雨
等
の
対
応
も
踏

ま
え
、
新
た
に
処
分
場
を
検
討

す
べ
き
で
は
。

答
弁
（
町
長
）

　

様
々
な
子
育
て
支
援
が
さ
れ

て
い
る
と
い
う
の
は
承
知
し
て

い
る
。
給
付
金
だ
け
で
は
な
く

義
務
教
育
の
充
実
、
就
学
前
教

育
の
充
実
等
、
ト
ー
タ
ル
で
考

え
る
。

問

町
の
土
砂
処
分
場

答

早
急
に
残
土
処
分
地
を
確
保
す
る

今年度で満杯

答
弁
（
総
務
企
画
課
長
）

　

今
年
度
２
，０
０
０
㎥
受
け
入

れ
可
能
で
、土
砂
運
搬
量
は
２
，５

０
０
㎥
と
想
定
し
て
い
る
。５
０
０

㎥
の
オ
ー
バ
ー
で
不
足
す
る
た
め
、

早
急
に
民
間
を
含
め
確
保
し
た
い
。

再
質
問
（
上
青
木
議
員
）

　

い
つ
災
害
が
起
き
る
か
も
し

れ
な
い
の
で
早
急
に
確
保
を
。
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渡
わた

辺
なべ

 年
とし

範
のり

 議員

問
わ
く
わ
く
元
気
ポ
イ
ン
ト

事
業
枠
の
基
準
は

問

島
ス
ク
ー
ル
と
は

答
町
が
実
施
推
奨
し
て

い
る
事
業
に
限
定
し

て
い
る

答
全
て
の
施
策
が
つ
な
が
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

生
涯
学
習
の
促
進
を
図
る

質
問
（
渡
辺
議
員
）

　

高
齢
者
が
健
康
で
生
き

が
い
を
持
っ
て
暮
ら
す
町

づ
く
り
と
し
て
、
わ
く
わ

く
元
気
ポ
イ
ン
ト
事
業
を

導
入
し
て
い
る
が
、
ポ
イ

ン
ト
付
与
事
業
の
基
準
は
。

答
弁
（
保
健
衛
生
課
長
）

　

ポ
イ
ン
ト
付
与
事
業
の

対
象
は
、
検
診
の
受
診
、

健
康
相
談
、
地
区
の
サ
ロ

ン
、
百
歳
体
操
、
地
区
講
習
会
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
運
動
講
座
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
町

が
実
施
又
は
町
が
推
奨
し
て
い

る
各
種
団
体
の
10
事
業
で
す
。

　

予
算
は
約
１
，
０
０
０
万
円

で
、
お
と
姫
カ
ー
ド
で
の
還
元

を
し
て
い
る
。

　

私
的
団
体
の
場
合
は
、
補
足

が
難
し
い
面
と
予
算
の
関
係
も

あ
り
、
対
象
に
し
て
い
な
い
。

質
問
（
渡
辺
議
員
）

　

国
か
ら
児
童
手
当
と
し
て
、

月
額
ゼ
ロ
歳
か
ら
三
歳
未
満
が

１
５
，
０
０
０
円
、
三
歳
以
上

小
学
校
修
了
ま
で
が
１
０
，
０

０
０
円
、
第
三
子
以
後
が
１
５
，

０
０
０
円
、
中
学
生
が
１
０
，

０
０
０
円
と
現
金
で
支
給
さ
れ

て
い
る
。

　

町
は
独
自
の
子
育
て
支
援
と

し
て
、
１
，
２
０
０
万
円
の
予

算
規
模
で
六
歳
ま
で
に
月
額
５
，

０
０
０
円
の
現
金
支
給
を
し
て

い
る
。
し
か
し
、
税
金
の
使
い

方
と
し
て
町
内
消
費
を
増
し
、

お
金
を
回
す
意
味
で
も
、
現
金

支
給
に
替
え
て
、
お
と
姫
カ
ー

ド
に
し
て
は
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
の
お
む
つ
交

換
で
増
え
る
生
ご
み
用
の
ゴ
ミ

袋
を
配
布
し
て
は
。

質
問
（
渡
辺
議
員
）

　

教
育
の
島
構
想
の
一
環
と
し

て
「
島
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
、

町
民
の
生
涯
学
習
を
促
進
す
る

と
あ
る
が
内
容
は
。

答
弁
（
総
務
企
画
課
長
）

　

若
年
層
の
流
出
を
抑
制
す
る

た
め
、
島
に
い
な
が
ら
島
外
企

業
や
大
学
等
の
講
師
陣
に
よ
る

講
義
を
受
講
で
き
る
事
業
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
よ
る
対
面
講
義
を
受

ら
け
れ
る
も
の
。

　

受
講
対
象
は
高
校
生
以
上
で
、

10
名
か
ら
20
名
を
予
定
し
て
い

る
。
予
算
は
約
８
０
０
万
円
で

国
の
交
付
金
で
行
う
。

答
弁
（
町
長
）

　

保
護
者
に
も
い
ろ
い
ろ
思
い

が
あ
る
と
思
う
の
で
、
検
討
課

題
と
す
る
。

問
子
育
て
支
援
は
お
と
姫
カ
ー
ド
で

答
検
討
課
題
と
す
る
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閑
かん

田
だ

 大
だい

祐
すけ

 議員

問
教
育
の
島
構
想
の

方
向
性
は

問

道
路
の

段
差
解
消
を

答

実
態
に
合
わ
せ
て

改
善
す
る

答

点
検
・
補
修
を

実
施
す
る

問
高
速
通
信
網
の
再
整
備
を

答
契
約
満
了
ま
で
に
方
針
を
決
め
る

質
問
（
閑
田
議
員
）

　

町
長
は
施
政
方
針
で
、

継
続
し
て
教
育
の
島
構
想

を
推
進
す
る
と
し
て
い
る
。

当
然
、
現
在
端
緒
に
つ
い

た
と
言
っ
て
い
い
段
階
で
、

推
進
す
る
べ
き
だ
と
考
え

て
い
る
が
、
県
教
委
の
考

え
方
が
変
わ
っ
て
き
て
い

る
よ
う
に
感
じ
る
。
広
島

県
の
学
び
の
変
革
ア
ク

シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
と
大
崎

上
島
町
教
育
推
進
プ
ラ
ン
、

相
互
性
の
高
い
計
画
で
相

乗
効
果
を
期
待
し
て
い
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
少
し

歪
み
が
見
え
る
。

　

ま
た
、
大
学
誘
致
に
関

し
て
も
転
換
期
を
迎
え
て

い
る
よ
う
に
感
じ
る
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
推
進
し

て
行
く
つ
も
り
か
。

答
弁
（
総
務
企
画
課
長
）

　

本
町
教
育
推
進
プ
ラ
ン
は
県

か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
て
お

り
、広
島
県
の
「
学
び
の
変
革
」

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
と
の
間

に
ひ
ず
み
等
は
生
じ
て
い
な
い
。

　

海
外
大
学
誘
致
は
４
年
間
支

援
し
た
が
、
実
現
は
困
難
だ
。

町
か
ら
の
補
助
は
平
成
31
年
度

で
終
了
す
る
が
、
一
般
社
団
法

人
Ａ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
は
、
瀬
戸
内
グ

ロ
ー
バ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
を
開
設

す
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

質
問
（
閑
田
議
員
）

　

住
民
の
シ
ニ
ア
カ
ー
購
入
や

レ
ン
タ
ル
に
対
す
る
助
成
制
度

を
打
ち
出
し
た
が
、
走
行
す
る

道
路
の
整
備
は
。
県
道
・
町
道

を
問
わ
ず
傷
み
・
損
傷
の
激
し

い
箇
所
や
段
差
が
多
い
が
。

答
弁
（
建
設
課
長
）

　

歩
行
者
と
同
じ
扱
い
で
あ
り
、

歩
道
の
整
備
が
必
要
。
現
在
の

シ
ニ
ア
カ
ー
の
性
能
的
に
、
特

に
段
差
に
つ
い
て
は
制
限
が
厳

し
い
。

　

ま
ず
公
共
施
設
周
辺
か
ら
点

検
し
て
順
次
補
修
。
助
成
制
度

と
併
せ
、
安
全
啓
発
を
推
進
す

る
。

質
問
（
閑
田
議
員
）

　

小
規
模
企
業
助
成
金
を
継
続
、

創
業
並
び
に
新
規
事
業
展
開
を

支
援
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

の
活
用
で
事
業
所
誘
致
に
取
り

組
む
と
し
て
い
る
が
、
想
定
さ

れ
る
事
業
お
よ
び
事
業
者
に
は

現
在
の
町
内
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
で
は
役
不
足
と
考
え
る
。

　

一
般
の
利
用
者
の
視
点
で
は
、

夕
方
か
ら
深
夜
に
か
け
て
通
信

速
度
が
極
端
に
落
ち
、
利
用
に

支
障
が
出
て
い
る
。

　

既
存
の
Ｔ
Ｖ
メ
デ
ィ
ア
は
報

道
番
組
に
し
て
も
偏
っ
た
放
送

が
多
す
ぎ
る
。も
ち
ろ
ん
、ネ
ッ

ト
に
も
嘘
の
情
報
は
あ
ふ
れ
て

い
る
が
、
探
せ
ば
正
確
な
情
報

も
あ
る
。
住
民
の
知
る
権
利
を

守
る
為
に
も
、
再
整
備
が
必
要

で
は
。

答
弁
（
総
務
企
画
課
長
）

　

現
行
サ
ー
ビ
ス
の
Ｉ
Ｒ
Ｕ
契

約
は
令
和
４
年
度
末
に
契
約
満

了
と
な
る
。

　

本
町
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
構

成
は
当
時
主
流
だ
っ
た
占
有
型
。

現
在
は
共
有
型
が
主
流
と
な
っ

て
い
る
。
占
有
型
の
機
器
は
大

半
が
生
産
終
了
と
な
っ
て
お

り
、
継
続
し
た
場
合
故
障
の
際

の
迅
速
な
対
応
な
ど
に
支
障
が

生
じ
る
。
ま
た
、
現
在
本
町
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ

ス
の
通
信
量
は
、
町
全
体
で
瞬

間
最
大
１
ギ
ガ
バ
イ
ト
と
な
っ

て
い
る
が
、
近
年
の
大
容
量
デ

ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
増
加
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
高
機
能
化

な
ど
に
よ
り
回
線
の
使
用
量
は

限
界
に
近
い
と
認
識
し
て
い
る
。

共
有
型
に
変
更
も
視
野
に
、
令

和
４
年
度
末
ま
で
に
方
針
を
決

定
す
る
。

タイヤが小さいので段差は…
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道
どう

林
りん

 清
きよ

隆
たか

 議員

質
問
（
道
林
議
員
）

　

下
水
道
事
業
で
人
員
制

を
堅
持
し
て
い
る
限
り
、

店
舗
を
有
す
る
事
業
者
の

加
入
率
が
低
い
の
で
は
な

い
か
。

　

今
日
で
は
、
多
く
の
自

治
体
が
水
道
使
用
量
に
比

例
を
し
た
従
量
制
を
導
入

し
て
い
る
。
ま
た
、
現
在

の
高
齢
者
家
庭
優
遇
の
使

用
料
体
系
を
い
つ
ま
で
も

継
続
す
れ
ば
、
高
齢
化
が

進
む
当
町
で
の
使
用
料
収

入
は
減
少
し
、
一
般
会
計

か
ら
多
額
の
補
填
を
し
て

い
る
現
状
で
は
次
世
代
に

借
金
を
負
わ
せ
る
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。
事

業
者
の
加
入
実
態
と
、
使

用
料
改
定
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
問
う

答
弁
（
上
下
水
道
課
）

　

店
舗
を
有
す
る
事
業
者
の
加

入
実
態
は
、
１
５
８
件
中
１
０

８
件
で
加
入
率
約
65
パ
ー
セ
ン

ト
で
あ
る
。
使
用
料
収
入
に
つ

い
て
は
今
後
も
少
子
・
高
齢
化

に
伴
う
人
口
の
減
少
に
よ
り
、

使
用
料
も
減
少
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
見
直
し
は

必
要
で
あ
る
。
現
在
、
審
議
会

に
お
い
て
、
下
水
道
使
用
料
の

算
定
に
お
け
る
人
員
制
か
ら
従

量
制
へ
の
変
更
及
び
高
齢
者
家

庭
用
用
途
を
含
め
た
全
て
の
基

本
料
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
審

議
中
で
あ
り
、
答
申
に
対
し
て

適
切
に
対
応
す
る
。

問
防
災
士
養
成
の
支
援
を

答
資
格
取
得
を
推
進
す
る

問
下
水
道
使
用
料
の

改
定
は

答

見
直
し
に
つ
い
て

審
議
中

質
問
（
道
林
議
員
）

　

地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害

時
に
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
平
時
に
お
い
て
は
防
災

意
識
の
啓
発
と
安
全
対
策
活
動

に
取
り
組
む
の
が
防
災
士
で
あ

る
。

　

現
在
、
町
内
の
複
数
区
で
自

主
防
災
組
織
が
立
ち
上
が
り
、

防
災
訓
練
な
ど
の
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
組
織
代
表
者
は

防
災
の
専
門
知
識
を
特
に
有
し

な
い
区
長
が
立
場
上
努
め
て
い

る
の
が
実
情
で
あ
る
。
町
全
体

の
防
災
意
識
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
も
、
防
災
士
養
成
に
向
け

て
資
格
取
得
の
費
用
援
助
な
ど

積
極
的
な
取
り
組
み
を
し
て
は

ど
う
か
。

　

支
援
体
制
に
つ
い
て
は
、
広

島
県
を
は
じ
め
県
内
１
０
自
治

体
で
既
に
支
援
制
度
を
設
け
て

い
る
。

答
弁
（
総
務
企
画
課
）

　

大
規
模
災
害
発
生
時
で
の
被

害
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
国
、

県
、
町
の
対
応
（
公
助
）
だ
け

で
は
限
界
が
あ
り
、
共
助
、
自

助
に
よ
り
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
一
環
と

し
て
、
防
災
士
の
資
格
取
得
に

つ
い
て
推
進
す
る
。

問

持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
と
は

答

生
涯
学
習
・
文
化
の

香
る
町
の
実
現
は
こ

れ
か
ら
の
研
究
課
題

質
問
（
道
林
議
員
）

　

町
長
の
施
政
方
針
か
ら
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
町
民

と
と
も
に
取
り
組
も
う
と
す
る

意
気
込
み
が
強
く
感
じ
ら
れ
た
。

田
舎
が
都
市
部
と
比
較
し
て
ま

す
ま
す
過
疎
に
な
る
理
由
は
、

医
療
・
教
育
・
文
化
の
遅
れ
で

あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
若

者
や
子
育
て
世
代
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
に
結
び
付
け
る
に
は
、
制
度

そ
の
も
の
よ
り
町
の
空
気
感
が

大
切
で
あ
り
、
マ
イ
ン
ド
を
変

え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

文
化
の
地
域
間
格
差
は
発
見
す

ら
で
き
な
い
と
い
う
現
実
の
な

か
、
こ
の
地
域
間
格
差
を
い
か

に
縮
め
る
か
が
当
町
の
課
題
で

あ
る
と
思
う
が
町
長
の
考
え
を

伺
う
。

答
弁
（
町
長
）

　

私
た
ち
の
町
は「
教
育
の
島
」

を
目
指
す
と
い
う
こ
と
で
取
り

組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
就

学
前
教
育
か
ら
高
等
教
育
ま
で

の
学
校
教
育
の
支
援
と
か
誘
致

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
生
涯
学
習
、
文

化
の
香
る
町
実
現
に
向
け
て
、

専
門
家
も
含
め
て
多
く
の
意
見

を
伺
い
な
が
ら
課
題
解
決
に
取

り
組
む
。
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答

た
ま
た
ま
で
す

森
もり

若
わか

　巌
いわお

 議員

問
瀬
戸
内
グ
ロ
ー
バ
ル

ア
カ
デ
ミ
ー
に
経
済

的
支
援
を
す
る
の
か

問
公
共
工
事
の
落
札
率

１
０
０
％
の
理
由
は

答

今
の
と
こ
ろ
支
援

予
定
は
な
い

質
問
（
森
若
議
員
）

　

施
政
方
針
を
聞
き
感
じ

た
事
は
、
町
民
に
対
し
て

バ
ラ
色
の
夢
を
与
え
る
よ

う
な
言
葉
が
並
ん
で
い
る

が
、
こ
れ
が
全
部
か
な
え

ら
れ
る
と
思
う
か
。
ま
た
、

令
和
２
年
度
に
「
瀬
戸
内

グ
ロ
ー
バ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー

校
」
開
校
と
あ
る
が
い
つ

頃
知
っ
た
の
か
。
そ
れ
と
、

財
政
的
支
援
を
す
る
の
か

伺
い
た
い
。

答
弁
（
町
長
）

　

施
政
方
針
は
、
住
民
が

幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
言
葉
で
説
明
し

て
い
る
。
ま
た
、「
瀬
戸

内
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
カ
デ

ミ
ー
校
」
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
経
済
的
支

援
は
し
な
い
。
開
校
に
つ

い
て
は
、
１
月
20
日
に
知
っ
た
。

再
質
問
（
森
若
議
員
）

　

こ
の
た
び
賃
貸
住
宅
建
設
補

助
事
業
費
と
し
て
６
千
万
円
が

組
ま
れ
て
い
る
が
、「
瀬
戸
内

グ
ロ
ー
バ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
校
」

の
生
徒
及
び
学
校
関
係
者
の
た

め
で
は
な
い
の
か
。

再
答
弁
（
副
町
長
）

　

町
内
に
居
住
さ
れ
る
方
の
住

居
が
不
足
し
て
お
り
、
そ
の
た

め
の
賃
貸
住
宅
支
援
で
あ
る
。

質
問
（
森
若
議
員
）

　

工
事
の
事
業
費
に
つ
い
て
予

算
を
組
む
段
階
で
資
格
を
持
っ

た
職
員
が
い
な
い
た
め
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
委
託
す
る
が
、そ

の
概
算
見
積
が「
大
盤
振
る
舞

い
」の
よ
う
な
金
額
を
積
み
上

げ
、担
当
者
が
資
格
者
で
な
い

た
め
出
さ
れ
た
金
額
を「
う
の

み
」に
し
て
計
上
し
て
い
る
。指

摘
さ
れ
る
と「
大
崎
上
島
幼
稚

園
」の
事
業
費
が
当
初
よ
り
約

44
・
５
％
減
に
、「
西
野
ス
ポ
ー

ツ
広
場
の
伐
採
事
業
費
」も
当

初
よ
り
約
30
％
減
に
な
っ
た
。

特
に「
西
野
ス
ポ
ー
ツ
広
場
」の

伐
採
事
業
費
は
、見
通
し
が
悪

い
の
と
民
家
に
被
害
を
及
す
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
早
急
な

対
応
が
必
要
と
言
っ
て
、８
月

に
要
望
が
出
て
９
月
議
会
に
お

い
て
予
算
が
つ
き
、令
和
元
年

12
月
10
日
に
入
札
を
執
行
し
て

い
る
が
、３
月
議
会
が
始
ま
ろ

と
し
て
も
工
事
に
着
手
し
て
い

な
い
。な
ぜ
早
急
な
対
応
が
必

要
と
い
っ
た
の
か
伺
い
た
い
。

質
問
（
森
若
議
員
）

　

２
０
１
９
年
に
町
が
発
注
し

た
建
築
関
係
の
工
事
が
12
月
末

ま
で
に
12
件
あ
る
。そ
の
中
に
、８

社
に
入
札
案
内
を
出
し
５
社
が

辞
退
し
３
社
が
入
札
に
応
じ
最

低
制
限
価
格
未
満
、記
載
事
項
不

備
で
は
な
く
落
札
率
１
０
０
％

で
工
事
を
受
注
し
た
案
件
が
あ

る
。こ
の
工
事
は
予
定
価
格
２
千

６
７
８
万
円
で
公
表
し
て
お
り
、

工
事
を
受
注
し
よ
う
と
思
え
ば

公
表
予
定
価
格
よ
り
少
し
で
も

下
げ
て
入
札
を
す
る
と
思
う
が
、

な
ぜ
３
社
と
も
同
じ
公
表
予
定

価
格
の
２
千
６
７
８
万
円
で
入

札
を
し
た
の
か
。行
政
と
し
て
、こ

の
よ
う
な
入
札
に
違
和
感
を
持

た
ず
に
執
行
し
た
の
か
伺
い
た
い
。

答
弁
（
副
町
長
）

　

業
者
の
ほ
う
は
、
見
積
も
っ

た
価
格
等
を
勘
案
し
額
を
決
定

し
て
応
札
し
た
も
の
で
、
た
ま

た
ま
金
額
が
一
致
し
た
だ
け
で

入
札
は
成
立
す
る
。

答
弁
（
教
育
課
長
）

　

２
月
29
日
に
工
事
に
着
手
し

て
お
り
３
月
下
旬
ま
で
に
は
完

成
予
定
で
あ
り
、
樹
木
が
倒
木

し
た
場
合
は
、
向
か
い
側
の
民

家
に
被
害
を
与
え
る
可
能
性
が

あ
る
。
現
在
、
県
道
部
分
の
伐

採
は
ほ
ぼ
完
成
し
、
あ
と
は
奥

側
の
記
念
樹
木
等
に
取
り
か
か

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

再
質
問
（
森
若
議
員
）

　

私
が
３
月
11
日
の
夕
方
に
現

場
を
見
た
時
に
は
、
工
事
に
着

手
し
た
様
に
は
見
え
な
か
っ
た
。

ま
た
、
民
家
は
川
を
は
さ
み
県

道
の
向
こ
う
側
で
、
倒
木
し
て

も
被
害
が
及
ぶ
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。
あ
の
樹
木
が
台
風
等
で

倒
れ
る
可
能
性
は
１
０
０
％
な

い
と
は
言
わ
な
い
が
、
ほ
ぼ
な

い
。

再
答
弁
（
教
育
課
長
）

　

台
風
と
か
強
風
波
浪
の
時
、

飛
ん
で
い
く
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
。

問

公
共
工
事
の
工
事
費
に
つ
い
て

答

建
築
工
事
の
場
合
、
経
費
が
民
間
の
約
３
倍
強
の
た
め
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尾
お

尻
じり

 康
やす

二
じ

 議員

質
問
（
尾
尻
議
員
）

　

経
済
産
業
省
が
、
石
炭

火
力
発
電
所
か
ら
回
収
し

た
二
酸
化
炭
素
で
飛
行
機

の
燃
料
や
化
学
製
品
の
原

料
な
ど
を
作
る
技
術
を
開

発
す
る
た
め
、
中
国
電
力

大
崎
発
電
所
内
に
研
究
拠

点
施
設
を
設
置
す
る
計
画

が
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

昨
年
11
月
14
日
に
、
経

済
産
業
省
の
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
の
担
当
官
よ
り

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
に

関
す
る
説
明
会
が
実
施
さ

れ
た
が
、
現
在
の
進
捗
状

況
は
。
ま
た
、
行
政
当
局

と
し
て
積
極
的
に
誘
致
を

働
き
掛
け
る
こ
と
が
必
要

と
思
う
が
、
ど
の
様
に
取

り
組
む
の
か
。

答
弁
（
総
務
企
画
課
長
）

　

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

は
、
基
本
的
に
は
国
と
事
業
者

に
お
い
て
調
整
さ
れ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　

３
月
３
日
に
、
当
該
事
業
に

係
る
実
施
者
を
募
集
す
る
公
募

の
予
告
が
発
表
さ
れ
、
公
募
期

間
は
、
本
年
４
月
中
旬
か
ら
５

月
中
旬
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

　

事
業
は
、
大
崎
上
島
町
に
お

い
て
、
拠
点
化
の
整
備
を
行

う
「
Ｃ
Ｏ
２
有
効
利
用
拠
点
化

推
進
事
業
」
と
、
２
０
３
０
年

実
用
化
に
向
け
Ｃ
Ｏ
２
有
効
利

用
に
係
る
要
素
技
術
開
発
お
よ

び
実
証
試
験
等
を
行
う
「
研
究

拠
点
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
有
効
利

用
技
術
開
発
・
実
証
事
業
」
の

２
つ
の
事
業
で
、
早
く
て
本
年

７
月
か
ら
事
業
が
開
始
さ
れ
る
。

拠
点
施
設
の
誘
致
は
決
定
し
て

い
る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
、

質
問
（
尾
尻
議
員
）

　

町
長
は
、
今
年
度
の
施
政
方

針
で
活
力
あ
る
地
場
産
業
の
育

成
施
策
に
お
い
て
、
農
業
に
つ

い
て
は
、
水
田
等
荒
廃
し
た
平

坦
地
の
利
活
用
を
す
す
め
、
新

規
就
農
を
促
し
、
中
核
と
な
る

農
業
経
営
者
の
育
成
支
援
を
図

る
と
し
て
い
る
。
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、
ま

た
、
イ
ノ
シ
シ
、
カ
ラ
ス
等
の

被
害
が
深
刻
と
な
っ
て
お
り
、

平
坦
地
に
お
い
て
も
農
地
の
荒

廃
が
進
行
し
て
い
る
。
こ
れ
を

集
約
し
、
圃
場
整
備
を
行
え
ば
、

優
良
な
畑
地
と
な
る
農
地
も
多

く
あ
る
。
こ
れ
を
活
用
し
て
規

模
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
が
農

業
の
担
い
手
の
確
保
に
つ
な
が

る
と
思
う
。
Ｊ
Ａ
・
農
林
事
務

所
等
関
係
機
関
と
連
携
し
、
荒

廃
地
の
圃
場
整
備
を
行
え
る
国
、

県
な
ど
の
補
助
事
業
は
な
い
の

か
。

国
、
県
、
事
業
実
施
者
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
円
滑
な
研
究
開

発
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
拠
点
づ

く
り
に
積
極
的
に
協
力
し
た
い
。

再
質
問
（
尾
尻
議
員
）

　

地
域
の
農
業
・
漁
業
、
工
業

関
係
に
お
い
て
、
有
効
な
実
証

事
業
を
行
え
ば
、
大
き
な
経
済

効
果
も
出
る
と
思
う
が
、
取
り

組
み
は
。

答
弁
（
町
長
）

　

農
業
分
野
に
お
い
て
、
ハ
ウ

ス
農
家
が
か
な
り
あ
る
の
で
、

そ
こ
で
の
活
用
は
考
え
て
い
る
。

　

広
島
県
の
農
林
水
産
局
・
商

工
労
働
局
に
二
酸
化
炭
素
の
活

用
に
つ
い
て
支
援
を
依
頼
し
て

い
る
が
、
具
体
的
に
は
こ
れ
か

ら
取
り
組
む
。

答
弁
（
地
域
経
営
課
長
）

　

圃
場
整
備
が
行
え
る
補
助
事

業
は
大
規
模
な
整
備
が
要
件
と

な
っ
て
お
り
、
農
業
振
興
協
議

会
の
中
で
県
、
Ｊ
Ａ
な
ど
と
協

議
し
、
当
町
の
担
い
手
が
農
業

を
で
き
る
規
模
の
補
助
事
業
を

実
施
し
、
担
い
手
を
確
保
し
て

い
き
た
い
。

再
質
問
（
尾
尻
議
員
）

①
元
の
農
地
に
返
す
よ
う
な
補

助
的
な
農
地
整
備
事
業
は
町
単

独
で
行
え
な
い
か
。

②「
果
樹
経
営
基
盤
総
合
事
業
」

は
昨
年
度
、
ど
の
程
度
の
事
業

を
実
施
し
た
か
。

再
答
弁
（
地
域
経
営
課
長
）

①
現
在
、町
が
使
っ
て
い
る「
果

樹
経
営
基
盤
総
合
事
業
」
に
よ

り
、
毎
年
、
幾
ら
か
の
荒
廃
農

地
を
園
地
に
変
え
て
い
る
。
引

き
続
き
、
こ
れ
を
使
っ
て
荒
廃

農
地
が
少
な
く
な
る
よ
う
対
応

問
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
拠
点
施
設
の
誘
致
は

答
誘
致
は
決
定
し
て
お
り
、

拠
点
づ
く
り
に
協
力
す
る

問

荒
廃
し
た
平
坦
農
地
の
整
備
施
策
は

答

県
、
Ｊ
Ａ
な
ど
と
協
議
し
、
補
助
事
業
を

実
施
し
、
荒
廃
地
の
整
備
を
進
め
る
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前
まえ

田
だ

　太
ふとし

　議員

し
て
い
く
。

②
要
件
と
し
て
２
反
以
上

で
、
補
助
率
が
２
分
の
１

の
事
業
で
あ
る
。
農
業
者

が
Ｊ
Ａ
に
申
請
し
、
Ｊ
Ａ

が
県
に
申
請
す
る
国
の
補

助
事
業
と
な
っ
て
お
り
、

年
間
10
件
程
度
の
申
請
が

出
て
お
り
、
50
反
程
度
の

面
積
を
整
備
し
て
い
る
。荒廃地が増えている

質
問
（
前
田
議
員
）

　

日
本
社
会
全
体
が
人
口
減
少

に
転
じ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な

情
勢
の
中
で
の
定
住
促
進
と
は

定
住
人
口
の
奪
い
合
い
の
よ
う

な
も
の
だ
。
そ
の
困
難
な
仕
事

は
基
礎
自
治
体
で
あ
る
市
町
村

が
担
う
も
の
だ
。
多
く
の
自
治

体
に
と
っ
て
人
口
減
少
問
題
は

切
実
な
課
題
で
あ
り
「
定
住
促

進
策
」
に
生
き
残
り
を
か
け
た

基
礎
自
治
体
独
自
の
知
恵
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
定
住
促
進
の

た
め
の
住
宅
整
備
も
必
要
で
、

「
住
む
に
家
な
し
」
で
は
話
に

な
ら
な
い
。
町
も
有
利
な
財
源

の
確
保
に
努
め
な
が
ら
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
は
評
価
す
る
が

叡
智
学
園
の
便
宜
を
は
か
っ
た

と
の
批
判
も
あ
る
。
定
住
促
進

と
は
何
か
。
現
在
居
住
す
る
町

民
の
生
活
向
上
が
基
本
で
、
そ

の
上
に
「
定
住
」
が
あ
る
。
出

入
り
は
あ
っ
て
も
一
定
の
人
口
、

特
に
生
産
的
な
世
代
が
居
住
し
、

経
済
活
動
を
す
る
こ
と
に
大
き

な
価
値
が
あ
る
。
町
長
は
定
住

促
進
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
推
進

し
て
い
く
の
か
。
批
判
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
答
え
る
の
か
。

答
弁
（
町
長
）

　

定
住
促
進
と
は
施
策
全
て
が

定
住
促
進
策
だ
。
現
在

の
住
民
の
福
祉
向
上
が

基
本
だ
が
、
推
計
の
３
，

０
０
０
人
余
り
に
な
っ

た
と
き
医
療
機
関
も
航

路
も
今
の
数
が
維
持
で

き
る
の
か
。
町
外
か
ら

人
を
呼
ぶ
施
策
も
当
然

必
要
だ
。
学
校
誘
致
が

で
き
て
も
居
住
地
を
ど

う
す
る
の
か
。
現
状
で

は
行
政
が
担
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
定
住
促

進
住
宅
に
は
８
億
円
を
投
じ
た

が
、
町
の
実
質
負
担
は
４
億
円

だ
。
生
徒
・
職
員
が
揃
え
ば
地

方
交
付
税
と
し
て
毎
年
８
，
０

０
０
万
円
が
増
え
投
資
は
交
付

金
で
返
っ
て
く
る
。
行
政
懇
談

会
で
も
主
張
し
て
き
た
が
、
財

政
面
で
も
十
分
に
町
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い

き
た
い
。

お 知 ら せ
○ 本庁・各支所ロビーのテレビまたはインターネット

で議会生中継がご覧いただけます。

※ インターネットをご利用の場合はホームページの
注目記事「○○議会ただいま生放送中」をクリック
していただければご覧いただけます。

議会傍聴をしてみませんか。

次回の定例会は６月です

日程は町内放送・ホームページで
お知らせします。

問
定
住
促
進
と
は
何
か

答
全
て
の
施
策
が
つ
な
が
る大串定住促進住宅
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一
月
二
八
日
か
ら

三
十
日
に
か
け
て
、

要
望
書
を
携
え
国
会

へ
陳
情
に
行
き
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
に

併
せ
防
災
施
設
の
視

察
も
行
い
ま
し
た
。

○
そ
な
エ
リ
ア

　

東
京
臨
海
広
域
防

災
公
園
内
に
あ
る

「
そ
な
エ
リ
ア
」
を

視
察
。
関
東
地
方
の

防
災
の
拠
点
で
す
。

広
大
な
敷
地
一
帯
は

公
園
と
な
っ
て
お
り
、

七
機
が
発
着
可
能
な

ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。
館

内
は
入
場
無
料
で
、
防
災
体
験

学
習
施
設
と
な
っ
て
お
り
、
発

災
の
際
に
ど
う
対
処
す
れ
ば
よ

い
か
を
リ
ア
ル
に
現
場
を
再
現

し
、
ク
イ
ズ
形
式
で
学
ぶ
体
験

ゾ
ー
ン
も
あ
り
ま
す
。

　

係
の
人
に
案
内
さ
れ
た
の
は
、

学
校
の
体
育
館
の
二
倍
以
上
も

あ
る
広
さ
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

ル
ー
ム（
映
画
シ
ン
ゴ
ジ
ラ
の

ロ
ケ
に
使
用
）で
、二
百
名
以
上

が
一
堂
に
執
務
で
き
る
よ
う
担

当
の
係
ご
と
に
机
が
配
置
さ
れ

渡
し
、
地
方
交
付
税
の
財
源
確

保
、
過
疎
対
策
推
進
、
生
活
交

通
の
維
持
確
保
、
有
害
鳥
獣
対

策
、
医
療
体
制
の
維
持
な
ど
、

そ
の
内
容
に
沿
っ
て
質
疑
応

答
・
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

○
豊
洲
市
場

　

豊
洲
市
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

と
に
か
く
広
く
、
二
時
間
の
滞

在
中
、
水
産
卸
売
り
場
棟
、
水

産
仲
卸
売
り
場
棟
、
青
果
棟
の

一
部
し
か
見
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

水
産
部
門
で
の

仲
卸
業
者
だ
け
で

も
約
五
百
業
者
あ

り
、
一
日
当
た
り

千
四
百
ト
ン
の
鮮

魚
が
十
六
億
円
で

売
買
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
量
の
鮮

魚
で
も
ほ
と
ん
ど

残
り
ま
せ
ん
が
、

残
っ
た
分
を
引
き

受
け
る
業
者
が
別

に
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

見
学
路
か
ら
中

に
入
る
と
、
タ
ー

レ
ー
（
電
気
運
搬

て
お
り
、壁
に
は
３
０
０
イ
ン

チ
の
リ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

モ
ニ
タ
ー
（
テ
レ
ビ
画
面
）が

あ
り
ま
す
。災
害
、有
事
の
際
は

こ
こ
が
司
令
塔
と
な
り
ま
す
。

○
要
望
活
動

　

広
島
県
選
出
議
員
を
歴
訪
し
、

そ
れ
ぞ
れ
要
望
書
を
手
渡
し
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

寺
田
議
員
と
は
総
務
省
の
副

大
臣
室
で
、
宮
澤
議
員
、
畦
元

議
員
と
は
参
議
院
議
員
会
館
の

執
務
室
で
面
会
、
要
望
書
を
手

車
）
が
、
制
限
速
度
の
倍
の
ス

ピ
ー
ド
で
は
と
思
え
る
速
度
で

走
っ
て
お
り
、
運
搬
用
通
路
の

道
幅
は
広
い
が
仲
卸
業
者
の
店

舗
が
向
か
い
合
わ
せ
に
並
ぶ
道

幅
は
狭
く
、
二
人
並
ぶ
の
が
精

い
っ
ぱ
い
。
案
内
さ
れ
た
の
が

午
前
十
時
頃
で
、
ほ
と
ん
ど
の

店
舗
が
店
じ
ま
い
の
掃
除
を
し

て
い
ま
し
た
。

国会要望活動報告
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　　　　浜田明利　浜田幸造

　

令
和
元
年
12
月
か
ら
毎
週
２
回
、

１
回
に
つ
き
１
時
間
程
度
実
施
し
、

実
施
す
る
掲
示
板
サ
イ
ト
は「
爆

サ
イ
」「
２
ち
ゃ
ん
ね
る
」「
Ｙ
ａ
ｈ

ｏ
ｏ
知
恵
袋
」他
、と
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
す
る
差
別
・
誹
謗
中

傷
書
込
み
は
、

・ 

大
崎
上
島
町
内
の
個
人
が
特

定
で
き
、
そ
の
者
の
名
誉
お

よ
び
社
会
的
信
用
を
毀
損
す

る
行
為
と
な
る
も
の

・ 

個
人
の
特
定
が
で
き
な
く
て

も
、
個
人
が
推
測
さ
れ
る
も

の
お
よ
び
同
和
地
区
を
中
傷

す
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
月
末
現
在
、
３
件
の
削
除

要
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
、12
月
定
例
会
以

降
に
開
催
し
た
、委
員
会
で
の
主

要
な
調
査
、協
議
事
項
及
び
、継

続
審
議
し
た
内
容
と
事
業
内
容

の
審
議
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

○ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
事
業

　

情
報
化
の
進
展
に
伴
い
深
刻

化
し
て
い
る
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
掲
示
板
等
へ
の
差
別
的
、

あ
る
い
は
誹
謗
中
傷
の
書
込
み

に
つ
い
て
、
住
民
課
に
よ
り
定

期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施

し
、
悪
質
な
書
込
み
を
発
見
し

た
際
に
は
サ
イ
ト
管
理
者
に
直

接
、
削
除
申
請
手
続
き
を
行
い
、

早
期
発
見
・
拡
散
防
止
を
図
る

も
の
で
す
。

　

令
和
元
年
12
月
定
例
会
以
降

の
委
員
会
報
告
を
し
ま
す
。
各

課
か
ら
３
月
定
例
会
で
議
案
と

な
る
条
例
案
、
補
正
予
算
案
、

主
な
繰
越
事
業
の
進
捗
状
況
な

ど
の
説
明
を
受
け
て
審
議
を
し

ま
し
た
。

○ 

豪
雨
災
害
復
旧
工
事
の
進
捗

状
況

　

道
路
等
の
復
旧
工
事
は
26
件

あ
り
今
年
度
末
で
14
件
が
完
了

し
ま
す
。
残
り
12
件
は
次
年
度

に
繰
越
の
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
農
業
関
連
施
設
の
復

旧
工
事
は
28
件
が
今
年
度
末
ま

で
に
全
て
完
了
す
る
予
定
で
す
。

○ 
県
道
、
町
道
等
の
落
石
防
止

対
策
事
業

　

近
年
、
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
に

よ
る
落
石
が
多
数
発
生
し
て
お

り
、
落
石
防
止
対
策
工
事
が
必

要
な
箇
所
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

現
在
施
行
中
の
沖
浦
本
郷
線
を

早
期
に
完
了
し
、
来
年
度
は
丸

尾
木
越
線
の
対
策
工
事
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
落
石
の
状
況
を

点
検
し
、
状
況
に
合
わ
せ
て
順

次
施
行
し
て
い
き
ま
す
。

・
今
後
の
事
業
の
推
進
策

　

捕
獲
は
捕
獲
者
が
行
い
、
止

め
刺
し
と
運
搬
を
町
が
依
頼
し

た
人
が
行
っ
た
場
合
に
も
報
奨

金
を
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
有

害
鳥
獣
対
策
の
モ
デ
ル
地
区
を

作
り
、
効
果
を
実
証
し
ま
す
。

防
護
柵
の
設
置
方
法
が
不
備
で

あ
る
園
地
が
多
く
、
現
地
確
認

を
行
い
、
設
置
の
指
導
を
行
い

ま
す
。

○ 

体
験
型
修
学
旅
行
の
今
年
度
の

実
績
と
来
年
度
の
受
入
予
約
状

況
及
び
受
入
家
庭
確
保
の
取
組

・
令
和
元
年
度
の
実
績

22
校（
中
学
校
13
校
、高
校
９
校
）

受
入
生
徒
数
３
，
２
５
２
人

・
令
和
２
年
度
の
予
約
状
況

15
校（
中
学
校
９
校
、高
校
６
校
）

生
徒
数
２
０
２
１
人

・
受
入
家
庭
確
保
の
取
組

　

昨
年
12
月
よ
り
町
内
の
受
入

家
庭
見
込
み
先
を
訪
問
し
依
頼

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
１
校

当
た
り
の
受
入
人
数
に
つ
い
て

協
議
し
、
今
後
は
２
８
０
人
よ

り
２
０
０
人
に
削
減
し
ま
し
た
。

○
有
害
鳥
獣
対
策
事
業

　

捕
獲
鳥
獣
処
理
施
設
の
稼
働

は
11
月
末
現
在
で
、
２
１
５
頭
、

４
，
５
１
０
㎏
（
イ
ノ
シ
シ
80

頭
、
残
渣
１
３
１
頭
、
そ
の
他

４
頭
）
で
す
。

○
上
水
道
事
業
の
漏
水
対
策

　

漏
水
対
策
と
し
て
、
有
収
率

向
上
対
策
を
５
ヵ
年
計
画
で
実

施
し
ま
す
。
布
設
40
年
を
超
え

る
老
朽
管
路
（
Ｖ
Ｐ
管
）
が

50
・
９
キ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
全
体

の
35
％
残
存
し
て
お
り
、
管
路

更
新
計
画
の
見
直
し
が
必
要
で

す
。
計
画
的
漏
水
調
査
は
、
老

朽
管
路
を
５
ヵ
年
で
全
体
を
調

査
し
、
給
水
装
置
の
漏
水
調
査

は
全
戸
を
対
象
に
行
い
ま
す
。
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今
の
広
報
委
員
メ
ン
バ
ー
で

議
会
だ
よ
り
を
編
集
で
き
る
の

も
今
回
を
入
れ
て
４
回
。
色
々

と
意
見
の
相
違
も
あ
り
ま
し
た

が
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し

合
っ
て
発
行
で
き
た
こ
と
は
誇

り
に
思
い
ま
す
。
あ
と
４
回
で

広
報
委
員
を
卒
業
で
す
。

　

一
つ
残
念
な
の
は
、
中
国
で

発
生
し
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に

祝
福
さ
れ
て
学
び
舎
を
巣
立
っ

て
い
く
は
ず
の
卒
業
式
が
、
一

部
の
参
加
者
だ
け
で
挙
行
さ
れ

た
こ
と
で
す
。
卒
業
生
に
と
っ

て
は
大
変
悲
し
い
こ
と
で
す
が
、

式
が
行
わ
れ
た
だ
け
で
も
良

か
っ
た
と
思
っ
て
胸
を
張
っ
て

前
に
進
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
広
報
委
員
も

あ
な
た
た
ち
に
負
け
な
い
よ
う
、

今
一
度
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出

し
合
っ
て
今
ま
で
以
上
に
良
い

議
会
だ
よ
り
を
発
行
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

Ｉ
・
Ｍ

質
問

　

大
崎
海
星
高
校
の

次
の
活
性
化
策
を

回
答

　

ま
ず
公
営
塾
の

体
制
を
整
え
る

そ
の
後
の
経
過

　

平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

大
崎
海
星
高
校
活
性
化
支
援
事

業
は
、
生
徒
の
全
国
募
集
、
生

徒
の
学
習
環
境
を
整
え
る
公
営

塾
「
神
峰
学
舎
」
の
設
置
、
通

学
圏
外
生
を
引
き
受
け
る
教
育

寮
の
新
設
、
地
域
の
資
源
を
活

か
し
た
地
域
学「
大
崎
上
島
学
」

の
設
計
及
び
実
施
を
メ
イ
ン
に

展
開
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
平
成
27
年
度
に
63
名
だ
っ

た
全
校
生
徒
数
は
、
平
成
31
年

度
入
学
時
点
で
１
０
２
名
と
大

幅
に
増
加
。
平
成
29
年
度
に
は

キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
校
文
部
科

学
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、

　

同
校
の
地
域
と
の
連
携
に
お

け
る
魅
力
的
な
教
育
内
容
が
評

価
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
県

内
外
か
ら
多
く
の
視
察
者
が
訪

れ
る
注
目
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
Ｐ
Ｃ
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
を
授
業
や

公
営
塾
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、

教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
策
に
よ
り
、

同
校
は
３
月
か
ら
臨
時
休
校
と

な
り
ま
し
た
が
、
公
営
塾
「
神

峰
学
舎
」
で
は
い
ち
早
く
生
徒

と
塾
を
つ
な
ぐ
遠
隔
授
業
を
ス

タ
ー
ト
し
て
、
休
校
中
の
生
徒

の
学
習
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
取
り
組
み
は
マ
ス
コ

ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
は
、
新
た

な
校
長
を
迎
え
、
公
営
塾
・
教

育
寮
ス
タ
ッ
フ
も
新
し
い
メ
ン

バ
ー
が
加
わ
り
ま
す
が
、
引
き

続
き
高
校
、
町
、
地
域
が
一
体

と
な
り
、
町
民
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
同
校
の
活
性
化

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

追
跡

　
あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た

（
平
成
27
年
６
月
定
例
会
一
般
質
問
か
ら
）

大崎上島町議会
TEL（0846）６５－３１３０（直通）
FAX（0846）６５－３１１７　　　

〒725-0231 広島県豊田郡大崎上島町東野6625-1
URL:http://www.town.osakikamijima.hiroshima.jp/

議
会
広
報
委
員

委 

員 

長

閑
田
大
祐

副
委
員
長　

水
橋
直
行

委　
　

員　

上
青
木
至

　
　
　
　
　

尾
尻
康
二

　
　
　
　
　

越
田
賢
一

　
　
　
　
　

森
若　

巌


